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取扱説明書 


ぉ賣い上げいただをちりびとうございまず。 


A 警告 


電気製品はま全のためのを意事項を守らないと、火災や人身事故になることびあ0ます。 
この取扱説明書をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 



MTALKm/A/V 


1111111111111111111 

* 428862905 * ( 1 ) 

©201 1 Sony Corporation Printed in China 


RDP-NWV20 


lA 警告 I 

ま全のために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。し 
かし、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、 
火災や感電などにより人身事故になることびあり危険で 
す。事故を防ぐために次のことを必ずお守り <ださい。 


ま全のためのま意事項を守る 


この「安全のために」をよ < お読みください。 


定期的に点検する 


1年に1度は、 AC アダプターのプラグ部とコンセントの 
間にほこりびたまっていないか、などを点検して<ださ 
い。 


I A 巧を一 下記のま意事項を守5ないと 

义災•感電•発熱•発 
^ A 义にょ0死 t ゃ大けが 

乂災感電 の原因となりまず。 

指定なかの AC アダプターを使わない 

AC アダプターで使巧するとをは、必ず指定の AC アダプ 
ターを使巧して < ださい。 

破裂や過熱などにより、火災やけび、周囲の巧損の原因 
となります。 

0 

禁止 


故障した S 使わない 


動作びおかし<なったり、キャビネッ トや AC アダプター 
などび破損しているのに気づ’いたら、すぐにお買い上げ 
店またはソニーサービス窓□に修理をご依頼<ださい。 


万一、異常が起さた S 



〇電源を切る 

〇 AC アダプターをコンセントから抜く 
0 お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理を依 
頼ずる 


薑告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示をして 
います。表示の内容をよく理解してから本文をお読 
み < ださい。 

,_^この表おのま意事項を守らないと、火 

危険災•感電•破裂などにより死こや大け 
- ' びなどの人身事故び生じます。 

,_ I この表示の注意事項を守らないと、火 

A 災•感電などにより死亡や大けびなど 
| | 、口 ~~ ' 人身事故の原因となります。 

この表おのま意事項を守らないと、感 
I A ク±±|電やその他の事故によりけびをした 
1/!\;±，骨 I り周辺の家財に損害を与えたりする 
ことびあります。 

ま意を促す記号 

/k A 

火災 感電 

行為を禁止する記号 

Q ( S ) ® ® 

禁止分辆禁止めれ手禁止接触禁止 
行為を指示する記号 

C 〇 

コラグをコン 指示 

セントから巧く 


内部に水や真巧を入れない 
本機の上に熱器具、巧) i など液体が入った 
をのや□ーソクを置かない 

火災や感電の危険をさけるために、本機をかのかかる場 
所や湿気のある場所では使用しないでください。また、 
本機の上に花瓶などの水の入ったちのを置かないでくだ 
さい。 

本機の上に、例えば火のついた□ーソクのよラな、火炎 
源を置かないで < ださい。 

万一、水や異物び入ったとさは、ずぐに本体の電源を切 
り、 AC アダプターをコンセントから损を、お買い上げ 
店またはソニーサービス窓□にご相談ください。 

0 

禁止 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。 
•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

•重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• AC アダプターを扳くと去は、必ず電源コードのプラ 
グ部分を持って损く。 

万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□に交換をご依頼ください。 

0 

禁止 


湿気やほこ0、油煙、湯気のをい場所や直 
射曰巧のあたる場巧には置かない 

火災や感電の原因となることびあります。とくに風呂場 
では絶巧に使用しないでください。 

0 

禁止 

雷が鳴0だした6、 AC アダプターに触れな 
い 

本機や AC アダプターに触れると感電の原因となります。 

(D 

接触禁止 


めれた手で AC アダプターにさね S ない 

感電の原因となることびあります。 

めれ手禁止 



自然が熱を巧ばない 

巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんやな団の上または 
本箱や組み込み式キャビネットのよラな通気び妨げられ 
る狭いところに設置しないで<ださい。壁や家具に密接 
して置いて、自然放熱の妨げになるよラなことはしない 
で<ださい。過熱して火災や感電の原因となることびあ 
0ます。 


0 

禁止 


巧定した場所に 置< 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品び 
落ちてけびの原因となります。 

0 

禁止 

AC アダプターは巧を是ししやずいコンセン 
卜に接続ずる 

本機は容易に手び届くよラな電源コンセントに接続し、 
異萬び生じた場合は速やかにコンセントから旅いて<だ 
さい。通常、本機の電源を切っただけでは、完全に電源 
から切り離せません。 

〇 

指。 


コード類は正し<配置ずる 

コード類は思こ引っかけたりして引っぱると製品の落下 
や転倒などによりけびの原因となることびあるため、十 
分注意して接続•配置してください。 


下記のま意事項を守6ないと 

I > A 一 けがをしたり周迈の家財に 
应^注意 I 巧ホ 

f 貝胃を与えたりずることがあ 
D まず。 


内部を閲けない 

感電の原因となることびあります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス 
窓□にご依頼ください。 

煙） 

分解禁止 


はじめか6ボリユームを上げすぎない 

突然大をな音び出て耳をいためることびあります。ボ 
U ユームは徐々に上げましよラ。とくに、デジタルオー 
ディオプレーヤーなど、雑音の少ないデジタル機器を聞 
くときにはご注意ください。 

0 

禁止 


長時間使用しないとをは AC アダプターを 
巧< 

長時間使巧しないとをは、安全のため AC アダプターを 
コンセントから损いてください。 

% 

つラグをコン 
セントからおく 


お手入れの際 、 AC アダプター を巧< 

AC アダプターを差し込んだままお手入れをすると、感 
電の原因となることびあります。 

意 

つラグをコン 
セントか6おく 


電池にごいての 
まを上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発义， 
誤がにょる大けびゃお巧を避 

けるため、下記のを意事項を必ずお 
巧 D < ださい。 


本機ではしソ下の電池をお使いいただけます。 
電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。 

ボタン型電池 

U チウム電池 CR 2025( U モコン巧） 

巧電式電池 

ニッケルか素充電池(本体に装着済み） 



IA 危険 I 

巧電式電池、ボタン型電池の液び漏れたとさ 
は、素手で液をさわ6ない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの柏談 
窓□にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあ 
るので目をこすらず、すぐに水道氷などのをれいな 
水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてくださ 
い。 

液び身体やを服についたとさち、やけどやけびの原 
因になるので、すぐにをれいな水で洗い流し、皮膚 
に炎症やけびの症状びあるとさには医師に相談して 
<ださい。 

電池を誤って交換ずると爆凳ずる危険びあり 
ます。必ず同ータイプのちのと交換してくだ 
さい。 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の 
届くところに置かない。万び一飮み込んだ場合は、窒 
息や胃などへの障害の原因になるので、直ちに医師に 
相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• U モコン用の I 」チウム電池には巧電しない。 

• 乂の中に入れない。分解、加熱しない。ショートさせ 
ない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯’ 
保管しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

•使いをった電池は取りはずす。長時間使巧しないと去 
も取りはずす。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気のをいところ 
では使わない。 

• 充電式電池は、取扱説明書に記載された充電方法切が 
ではな電しない。 

• 指定された充電式電池！;(がは使用しない。 


みえ思 I 

• 乂のそばや直射曰光のあたるところ•炎天下の車中な 
ど、高温の場所で使用•保管•放置しない。 

• 指定された種類し乂がの電池は使用しない。 

• 廃棄の際は、地方自治体の条例または規則に従ってく 
ださい。 

曰本国巧での充電式電池の廃棄について 


鎮 

N 卜 MH 


ニッケ J レ水素電池は、リサイクルで 
をます。不要になったニッケル水素 
巧電池は、金属部にセ DA ンテープ 
などの絶縁テープを貼って U ヴイク 
ル協力店へお持ちください。 

充電式電池の回収 • U サイクルおよ 
び U サイクル協力店については、一 


般社団法人」 BRC ホームぺージ http :// www . jb に net / 


hp / contents / index . html を参照してください。 


機銘おは、本機の底面に表示してあります。 


保証書と アフターサービス 

保証書 

この製品には、保証書び添付されています。お買い上げ 
の際には、お買い上げ店でお受け取り<ださい。 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切 
になをして < ださい。 

保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご柜談窓□のご案巧」 
にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。 
詳しくはな話書をご覽ください。 


使用上のご注意 

取り扱いについて 

• 次のよラな場所に置かないでください。 

一温度び非萬に高いところ (35 でじ(上)や低いところ 
(5で1；(下)。 

一直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一風呂場など湿気のをいところ。 

一窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 

—ほこりのをいところ。 

ー テレビやプ□ジてクターのそば。 

ブラウン曽タイプのテレビやプ□ジェクターの近く 
で使巧する場合は充分に離してご使巧<ださい。本 
機をこれらに近づ’けすざると画面に色むらび生じる 
場合びあります。 

• 落としたり、強いショックを与えたりしないでくださ 
し)。故障の原因になります。 

• 本機の内部に液体や異物を入れないでください。 

•本機背面の端子や通風孔に異物を入れないでください。 
端子などびショートして、誤動作や故障の原因となるこ 
とびあります。 

• 本機を設置するとをは、背面の通風孔をふさびないで 
<ださい。音質び変化する場合びあります。 

• 巧れたとをは、柔らかい巧でからぶをしてください。 
シンナーやベンジンなどは表面をいためますので使ね 
ないで < ださい。 

•キャッシュカード、定期券など、磁気を利巧したカー 
ド類をスピーカーに近づけないでください。スピー 
カー内部の磁石の影響でカードの磁気び蜜化し、使え 
なくなることびあります。 

AC アダプターについて 

. コードを無理に曲げたり、上に重い物をのせたりしな 
いで < ださい。 

• AC アダプターを掠くとさは、必ず電源コードのプラ 
グ部分を持って损いてください。 

• 長い時間使わないときは、アダプターをコンセントか 
ら抜いてください。 


が障とお考えになる前に 

本機び正しく動作しないとをは、下記の項目をチェック 

してください。 

それでち正しく動作しないときは、お買い上げ店または 

ソニーの相談窓□にお問い合わせください。 

國 

本機の電源び入らない。 

• AC アダプターびコンセントにしっかり差し込まれて 
いるか確認して < ださい。 

•本機底面の 「 RESET 」 ボタンをピンなど先の細いもので 
押して、本機を再起動してください。起動しないと去 
は、お買い上げ店またはソニーの相談窓□にお問い合 
わせ < ださい。 

AC アダプターを巧いていて、電源が入らない。または、 

BATT ランプ(黄褐色)が数回点滅して、電源が切れる。 

•充電池の鶏量び減っています。この場合は、 AC アダ 
プターをつないで充電して<ださい。（詳しくは、「充 
電池で使ラ」をご覽ください。） 

巧電池の残量が減っている。 

• AC アダプターをつないで、充電して<ださい。 

音が出ない、または音が小さい。 

• 音量び最ルになっています。 V 0 L +/- ボタンで音量を 
調節してください。 

• 外部機器の音量びルさくなっています。音量を調節し 
てください。 

•本機を巧電池で使用しているとをは、 AC アダプター使用 
時と比べて、音量びルさくなるよラに設定されています。 

巧電池で再生中に音青び途切れる、または本機が操作で 

さな < なる。 

• 充電池の残量びかない状態で大音量で再生すると、音声 
び途切れたり、本機びプ□テクト状態になることびあり 
まず。この場合は、本機に AC アダプターをつないでく 
ださい。プ□テクト解除について詳しくは、「本機のプ 
□テクト時のランプ表示について」をご覧ください。 

巧電時間び短い。または、巧電池の持続時間が短い。 

•本磯の使用温度範囲を超える、温度び非常に高いとこ 
ろで巧電すると、通萬より早く充電び終了することび 
あります。その場合、充電池の持続時間び短<なるこ 
とあります。充電は萬温で巧ってください。 


保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有 
料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社では補修用性能部品(製品の機能を維持するために 
必要な部品)を、製造打ち切り禮6年間保有しています。 



異なる二種類の音源が同時に再をされる。 

•"ウォークマン’または外部磯器の再生を停止して、本 
機から取りはずしてください。 

ブーンといラ音が出る、またはノイズび出る。 

•近くにテレビなど音び出る機器を置いています。本機 
をそれらの機器から離してください。また、 AC アダ 
プターを別のコンセントにつなぎ直して<ださい。 

• "ウォークマン"と AUDI 日 IN 端モにつないだが部機器 
を同時に再生すると、ノイズび出ることびあります。 
どちらかを取りはずしてください。 

•外部機器を接続しないと去は 、 AUDIO IN 端子から接 
続ケープルを取りはずしてください。 

音がひずむ。 

•音量び大をすざます。音量を下げてください。 

•接続機器の音量が大きすざます。音量を下ばてください。 

• 接続機器のバスブースト機能やイコライヴ機能び有効 
になっているとをは、機能を解除してください。 

• "ウォークマン’びしっかり接続されているか確認して 
<ださい。 

• "ウォークマン’と AUDIO IN 端モにつないだが部機器 
を同時に再生すると、音びひずむことびあります。ど 
ちらかを取りはずして<ださい。 

P 0 W E R ランプ(緑色)が点滅する。 


製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充 
実を図るため、製品登録をお願いしております。詳しくは 
ウェブ上の案内をご覧ください。 

パソコンか5 

http://www.sonv.co.jp/avp-reqi/ 


携帯電話か5 

2次元 コー ド対応のカメラつき携帯電話の 
読み取り機能でご利用ください。 

http://req.msc.m.sony.jp/avp/ 



•本機のボタンを押したとさ、音量を調節したとを、 
リモコンの信号を受信したときは、 POWER ランプ(緑 
色)び点滅しますび、故障ではありません。 

ラジオなどび受信でさない。 

• ラジオまたは TV チューナーを内蔵した機器に接続し 
た場合、ラジオや TV 放送の受信びでをなかったり、 
感度び大幅にな下する場合びあります。 

電源が入っているのに、本機が操作でをない。 

•本磯底面の 「 RESET 」 ボタンをピンなど先の細いもので 
押して、本機を再起動してください。起動しないとを 
は、お買い上げ店またはソニーの柏談窓□にお問い合 
わせ < ださい。 



音が出ない、または音が小さい。 

• "ウォークマン’’びしっかり接続されていません。 

"ウォークマン"を取りはずして接続し直してください。 
• "ウォークマソ’で 「 AVLS 馆量制限)」を設定していま 
す。設定を調整または解除してください。 


"ウ ォーク マン"が操作でさない。 

• "ウオークマン’びしっかり接続されているか確認して 
<ださい。 


み UDI0 IN 端子につないだ機器について 


音が出ない、または音が小さい。 

• 接続ケープルび扳けかかっています。接続を確認して 
<ださい。 

• 接続ケープルび AUDI 日 IN 端テにしっかり接続されて 
いません。一度取りはずして、つなぎ直してください。 


リモコンについて 


U モコンで本機や"ウオークマン"を操作でさない。 

• お使いの"ウオークマソ’によっては、操作できないボ 
タンびあります。 

• U モコンを本機の U モコン受光部に向けて操作してく 
ださい。 

• U モコンび本機から離れすざています。本機の1」モコ 
ン受光部に近づけて操作してください。 

• 1」モコン受光部の前に障びい物びあります。障びい物 
を取り除いてください。 

• "ウオークマン"びしっかり接続されていません。 

"ウオークマン’’を取りはずして接続し直してください。 

• I 」モコンの電池び消耗しています。新しい電池と交換 
して < ださい。 

• I 」モつン受光部に強い光(直射曰光や高周波点灯の壁 
光灯など)び当たっています。 U モコン受光部に光び 
当たらないよラにして < ださい。 


リモコンの 1/の ボタンを巧してち、本機の電源が入 5 ない。 

• U モコンの1/(!)ボタンは、 AC アダプター使巧時のみ本 
機の電源を入れることびでをます。巧電池使用時は、 
本機の1/のボタンを巧して電源を入れて < ださい。 

リモコンに電池が入ちない（きつい)。 

• 電池を逆に挿入しよラとしています。極性 (+/-) を確 
認して正しく入れてください。 


本機のプ□テクト時のランプ表示について 

下記の状態になったとさは、本機のすべてのランプび点 
減し、本機と U モコンのすべてのボタン(本機の1/のボ 
タンを除 <) び操でをなくなります。 

• 本機内部の温度び上昇している。^本機の使用温度節 
囲内 (5 で〜35で）でお使いください。 

• 本機に、対応電圧 (13 V ) より高い電圧び加わってい 
る。^必ず付属の八こアダプターをお使いください。 

• 本機の内蔵充電池に異常びある。 

この場合は、本機の1/のボタンを巧して本機の電源を切 
り、もラー度押して電源を入れてください。本機び過熱 
している場合は、しばら<電源を切って熱びさびるまで 
お待ちください。 

ご注意 

•かし間をおいて、くり返し電源を切/入してちランプ 
び消なしない場合は、 AC アダプターをコンセントか 
ら披いて、本機の電源を切ったまましばらく放置して 
<ださい。それでち消なしない場合は、お買い上げ店 
またはソニーの相談窓□にご相談<ださい。 


まな仕様 

スピーカー部 

使用スピーカー ウーファー:直径56 mm (防磁型） 
CJEITA *) 

ツィーター:直径20 mm 
お式 バスレフ型 

インピーダンス ウーファー:ら n 
ツィーター:目 D 

ァンプ部 

実巧最大出力 13 W (全高調波歪10 %、 

1 kHz 、 6 Q . AC アダプター使用時） 
CJEITA *) 

入力 WM - PORT (22 ピン ）X 1、 

ステレオ S ニジャック XI 

入カインピーダンス 

4.7 kn り kHz ) 

電源部•その他 

電源 DC 13 V (付属の AC アダプター 使 巧 

時） 

使用温度範囲 5む〜35で 

電源電圧 1日日 V 〜240 VAC 

最大夕 1 ■お寸法 約145 mm x 145 mm x 145 mm (幅 

/ 高さ/奥行を、最大突起部を含む） 
質量 約 600 g 

付属品 

AC アダプター （1) 

電源コード （1) 

1」モつン （1) 

U チウム電池に R 2025、 リモコンに装着済み、お試し巧） 
クッション(3、ラち1点はお買い上げ時に取り付け済み） 
取扳説明書(本書） （1) 

スタートアップガイド （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内り） 

勺 EITA (電デ情報技術産業協会)規格による測定値です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更する 
ことびありますび、ご了承<ださい。 


裏面へつづ< 



















备部のなまえ 

y モコンにごいて 



本機にごいて 

AC アダプターまたは内蔵充電池で本機を使巧でさま 
す。 

電源管理システム 

再生び停止してから、本機を操作しない、または無音の 
状態び下記の時間続いた場合は、本機の電源は自動的に 
切れます。 

AC アダプターで使巧しているとを:約20分間 
充電池で使巧しているとを:約5分間 

AC アダプターで 巧う 

付属の AC アダプターを本機背面の DC IN 13 V 端子に 
しっかり差し込んだあと、コンセントに差し込む。 

AC アダプターについてのご注意 
• この製品には、付属の AC アダプターをご使巧くださ 
し、付属し:^列の AC アダプターを使用すると、故障の 
原因になることびあります。 

極性統一型プラグ 

• AC アダプターは容易に手び届<よラなコンセントに 
接続し、異萬び生じた場合は速やかにコンセントから 
撤いて < ださい。 

• AC アダプターを本棚や組み込み式キャビネットなど 
の狭い場所に設置しないでください。 

• 火災や感電の危険をさけるために、 AC アダプターを 
水のかかる場所や湿気のある場所では使用しないで< 
ださい。また、 AC アダプターの上に花瓶などの水の 
入ったをのを置かないで<ださい。 

• 付属の電源コードは本機専巧です。他の機器ではご使 
巧になれません。 

巧電池で巧ラ 

本機はニッケル水素充電池を内蔵しています。 AC アダ 
プターを使わずに、充電池のみで本機を使用でさます。 
はじめて本機を巧電池でお使いになるとをや、充電池を 
使い切ってしまったとをは、本機を充電してください。 
本機の AC アダプターをコンセントにつなぐと、自動的 
に巧電を開始します。巧電中は本機の CHG ランプ(赤色） 
び点なします。充電び売了するとランプは消なします。 
充電中ち本磯を操作でをます。 

BATT ランプ/ CHG ランプについてのご注意 

• AC アダプターを损いて、本機を充電池で使用してい 
るときは、 BATT ランプ横掲色)び点なし、 CHG ラン 
プ(赤色)は消灯します。 

• 本機を充電池で使巧中に、充電池の鶏量びみな<なる 
と、 BATT ランプ(黄褐色)び点滅します。この場合は、 
AC アダプターをつないで充電してください。 

• 本機の音量を最大にするなど大音量で再生した場合 
は、 BATT ランプ馈褐色)び点滅することびあります。 
この場合は、 AC アダプターを接続してください。 

充電池の持続時間 

いっぱいに充電すると、本機を約5時間 > 使巧できます偉 
温25でで充電•再生を行った場合)。 

> JEITA (電子情報技術産業協含)規格による測定値です 
(本機の BASS BOOST 機能 r 切」時に測定)。実際の持続 
時間は、気温や"ウォークマン"•が部機器のイコライ 
ヴー設定など、本機の操 ■( ち環境によって異なります。 


充電池についてのご注意 

• 充電び完了するのに約10時間かかります。 

• AC アダプターを损き差しして、本機の電源を AC アダ 
プターから充電池に、または充電池から AC アダプター 
に切り換えると、みしの間、音び途切れますび、異萬 
ではありません。 

• AC アダプターを掠いた状態では、本機の最大出力び 
低下します。 

• 温度び非萬に高いところや低いところでは、充電び早 
く終了したり、充電でをない場合びあります。使用温 
度範囲内巧で〜35で）でお使いください。 

• 半年に1度は充電してください。 

充電池の減りが早くなったら 

くり返し充電すると充電池は次第に消耗します。いっぱ 
いに充電してち通常の半分程度の時間しか持続しない場 
合は、充電池を交換してください。充電池を交換すると 
きは、お買い上げ店またはソニーの相談窓□にご相談く 
ださい。 

"ウオークマン"を巧電するには ( AC ア 
ダプター接続時のみ） 

AC アダプターをコンセントにつなぎ、本機に"ウ オーク 
マン’を接続して < ださい。 

自動的に"ウオークマン’の充電を開始します。充電の状 
態は"ウオークマン"本体に表示されます。詳しくは、お 
使いの"ウオークマン"の取扱説明書をご覧ください。 

本機の表示ランプについて 

POWER (緑色)ランプ 

本機の電源を入れると点灯し、電源を切ると消 
なします。 

BOOST 馈褐色)ランプ 

リモコンの BASS BOOST ボタンを押すたびに、 

点な/消なを < り返します。 

点な時:低音効果び得られます。 

消な時:通萬の音質で再生します。 

BATT (黄褐色)ランプ 

本機を巧蔵充電池で使巧しているとさに点む 
し、 AC アダプターで使用しているとをに消灯し 
ます。 

充電池の残量び少なくなると、点滅しまず。 

CHG (赤色)ランプ 

本機を充電しているとをに点むし、充電び完了 
すると消なします。 


ご注意 

• すべてのランプび点滅しているときは、本機びプ□テ 
クト状態になっています。詳しくは、「本機のプ□テ 
クト時のランプ表おについて」をご覧ください。 


付属の U モコンを初めてお使いになるとをは、絶縁フイ 
ルムを取り除いて<ださい。 

本機の U モコン受光部回に|」でコンを向けて < ださ 
い。 

U モコンの信号を受信すると、本機の POWER ランプ(緑 
色)び点滅します。 

AUDIO IN 端子につないだ外部機器を再生するとをは、 
使用でさないボタンびあります。 



VOL + ボタンと ► ll ポタンには、 

凸部(突起)がついていまず。 

1/の（電源)ボタン* 

電源を入/切します。電源び入ると POWER ラン 
プ(緑色)び点なします。 

►II (再生/一時停止)ボタン 
• "ウオークマン’を再生します。または再生中 
の"ウオークマン"を一時停止します。 

• "ウオークマン"の表示窓で選択したメニュー 
項目を決定します#\ 


* (早送り）ボタン 
• 次の曲へ進みます。 

• 再生中に長く押して、曲の聞きたい部分をさ 
びします。 

• "ウオークマン"の表お窓でメニュー項目を選 
びます 


*( 早戻し）ボタン 

• 前の曲に戻ります。再生中に押すと、再生し 
ている曲の頭に戻ります。前の曲に戻るには、 
ボタンを2回押します。 

•再生中に長く巧して、曲の聞きたい部分をさ 
びします。 

• "ウオークマン’の表お窓でメニュー項目を選 
びます**。 


*/* ボタン 

• な/前のフォルダー(曲のまとまり）の頭出し 
をします。 

• "ウォークマン’の表お窓でメニュー項目を選 
びます**。 

B ぶ! K ボタン** 

"ウォークマン’の表お窓で U スト画面の階層を 
上びったり、前の画面に戻ったりします。 

HOME ボタン** 

"ウォークマン"の表示窓にホーム ニューを表 
71 \ します。 

OPTION ボタン** 

"ウオークマン’の表示窓にオプションメニュー 
を表术します。 


BASS BOOST ボタン 

低音効果び得られます。本機の BOOST ランプ(黄 
掲色)び点むします。通萬の音質に戻すには、ち 
う一度 BASS BOOST ボタンを押してください。 

BOOST ランプは消なします。 

V 0 L 宿量） +/- ボタン 
音量を調節します。 

>巧電池使巧時は、本機の1八1)ボタンを押して電源を入 
れてください。 U モコンの1/のボタンは、 AC アダプター 
使用時のみ本機の電源を入れることびでをます。 

政下の"ウォークマン"に対応しています (2 日り年10 
月現在)。 

NW - S 7 目 0/ S 760 K / S 760 肝シリーズ 
その他の"ウオークマン’には対応していません。 


ごま意 

•お使いの"ウオークマン"によっては、リモコンの 
BACK 、 HOME 、 OPTION ボタンでの操作はでさま 
せん。 


リチウム電池を交換するとをは 

U モコンの U チウム電池は、通萬の使巧で約1年間持続 
します(お使いの状況により持続時間は短くなります)。 
電池び消耗すると、 U モコンび正背に動作しなくなった 
り、動作距離び短<なったりします。その場合は、新し 
いソニー製リチウム電池 CR 2025 刷売り）と交換してく 
ださい。 

〇側を上にして入れる 



電池に関する警告 

長い間ご使巧にならないときは電池を取り出してくださ 
い。過度の放電や液ちれを防ざます。 


リチウム電池についてのごま意 

•使いをった電池はすぐに廃棄してください。電池は幼 
児の手の届かないところに置いてください。万一電池 
を飲み込んだ場合には、直ちに医師と相談してくださ 
い。 

• 接細不良を防ぐため、電池を乾いた巧でよくおいてく 
ださい。 

• 電池を入れるときは+と一を確かめてください。 

• ピンセットなどの金属類と電池を一緒に携帯•な管し 
ないでください。電池の+と一び金属類とつなびると 
ショートし、発熱することびあります。 

•直射日光や火の近くなど、温度の高いところに電池を 
置かないでください。 


言口 

電池の+と一の向きをまちびえて入れると破裂する恐れ 
びあります。 

内蔵の電池と同ータイプの電池をお使いください。 


"ウオークマン"を聞< 

本機に巧応ずる"ウォークマン" 

WM - PORT (22 ピン)搭載"ウオークマン"でご利用でき 
ます。 

WM - P 0 RT は"ウオークマン"とアクセヴ U - を接続す 
る専用マルチ端子です。 

本機の対応機種について詳しくは、下記のホームページ 
またはカタ□グをご覧ください。 

http :// www . sony . co . ip / walkman - support / 

付属のクッションに対応する機種については、下記の表 
をご覧ください。 

お使いの"ウォークマン’に付属の取扱説明書ち必ずご覧 
<ださい。 


クッ 

シヨンシリーズ名モデル名 

蚕号 

3 A シリーズ N W - A 860 シ U -ズ： 

NW - A 867/ A 866/ A 865 

NW - A 850 シリーズ： 

NW - A 857/ A 856/ A 855 

NW - A 84 日シ U - ズ： 

NW - A 847/ A 846/ A 845 

NW - A 82 日シ U - ズ： 
NW - A 829/ A 828 

S シ U -ズ NW - S 760 シリーズ： 

NW - S 766/ S 765/ S %4 

NW - S 760 K シリーズ： 
NW - S 765 K / S 764 K 

NW - S 760 BT シリーズ： 
NW - S 764 BT 

NW - S 750 シリーズ： 

NW - S 756/ S 755/ S 754 

NW - S 750 K シリーズ： 
NW - S 755 K / S 754 K 

NW - S 740 シリーズ： 

NW - S 746/ S 745/ S 744 

NW - S 740 K シリーズ： 
NW - S 745 K / S 744 K 

NW - S 730 F シリーズ： 

NW - S 739 F / S 738 F / S 736 F 

NW - S 730 FK シ U —ズ： 
NW - S 738 FK / S 736 FK 

NW - S 640 シ IJ- ズ： 
NW - S 645/ S 644 

NW - S 640 K シ IJ ーズ： 
NW - S 645 K / S 644 K 

NW - S 630 F シ U - ズ： 

NW - S 639 F / S 638 F / S 636 F 

NW - S 630 FK シ U —ズ： 
NW - S 638 FK / S 636 FK 

E シリーズ NW - E 050 シ U -ズ： 

NW - E 053/ E 052/ E 053 K / 

E 052 K 

2 X シリーズ NW - X 1 000シリーズ： 

NW - X 1060/ X 1050 


2011年10月現在 


ご注意 

•本機は"ウォークマン"の音声再生機能にのみ対応して 
います。 

• "ウォークマン’は電源を入れないと動作しません。操 
作する前に"ウォークマン"の電源を入れてください。 

•接続した"ウォークマン"によっては、音量を調節する 
と突然大きな音び出ることびあります。 

• "ウォークマン’の電池残量び非常に少ない場合は、し 
ばら<充電してから操作して<ださい。 

• "ウォークマン’の接続および取りはずし時は、本機を 
しっか0押さ义て < ださい。 

• "ウォークマン’’を接続したまま本機を持ち運ばないで 
<ださい。 

• ソニーは本機に接続した"ウォークマン"に記録された 
データの破壊や損失について、責任を負いません。 

•対応政がの"ウォークマン"を本機に接続しないで < だ 
さい。本機で対応していない"ウォークマン"を使用し 
た隙の動作は保証しておりません。 

•対応している"ウオークマン"でも、本機においてすベ 
ての操作びでをるねけではありません。 


商標 

•—ウ オーク マン’、 " WALKMAN "、" WALKMAN " □コ‘ 
は、ソニー株式会社の登録商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、 
一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。 
なお、本文中には™、©マークは明記していません。 

本機に"ウオークマン"を接続するまえ 
に 

本機のドック部分には、"ウオークマン"を支えるクッ 
ションび取り付けられています。下の表をご覧になり、 
お使いの"ウオークマン"に対応するクッション番号をご 
確認のラえ、必要に応じてクッションを付け換えてくだ 
さい。クッション番号はクッションの下部に記載されて 
います。お買い上げ時には、保護巧 （1 番)のクッション 
び取り付けられています。 

例 



クッシヨンを交換する 

1クッシヨン両端のツマミ（〇)を内側に寄せ、 
クッシヨン底部の突起をはずず(©)。 

2クッシヨンの両端を持ち上げて、クッション 
をはずず(@)。 


③ 



3交換ずるクッションの背面の突起を、包、© 
の順に、巧応ずる本体ドックの凹みにあねせ 
る。 



4クッションの底面の突起を、本体ドックの凹 
みにあわせて、押し込む(〇)。 

再生する 

1本機に"ウォークマン"を接続ずる。 

WM - P 0 RT 端子の角度に沿って差し込んでください。 

ご注意 

•を定した接続を確保するために、"ウォークマン" 
のケースやカバーをはずして装着してください。 

2 1/の ボタンを押して、本機の電源を入れる。 

POWER ランプ(緑色)び点なします。 

ご注意 

•充電池使用時は、本機の1/(!)ボタンを巧して電源 
を入れてください。 U モコンの l / c !) ボタンは 、 AC 
アダプター使巧時のみ本機の電源を入れることび 
でをます。 

3 POWER ランプ(緑色)が3回点滅ずるまで 
VOL - ボタンを押して、本機の音量を最小に 
ずる。 

4 ボタンを押ず、または"ウォークマン"を 
操作して、再生を開始ずる。 

"ウォークマン’をドックに接続した状態で操作する 
ときは、"ウォークマン"を手でしっかりとまえてく 
ださい。 

ごま意 

•"ウォークマン’の状態によっては、本機や U モコ 
ンの>11ボタンびはたらをません。その場合は、 

"ウォークマン"を操作して再生してください。 

5 VOL +/- ボタンを押して、音量を調節ずる。 


ごま意 

•お使いの"ウオークマン"によっては、"ウオークマ 
ン"の起動時にスピーカーからノイズび出ることび 
ありますび、故障ではありません。 

• Bluetooth 内蔵"ウオークマン"は Bluetooth 設定 
をオフにしてください。 

•お使いの"ウオークマン"によっては、ダイナミック 
ノーマライヴ、イコライヴ、 VPT 、 DSEE 、 スピーカー 
出力最適化などびオンまたは調整されている場合 
びありますので、オフにしてください。 

• "ウオークマン"接続种ま、"ウオークマン"のヘッド 
ホンからは音は出ません。 

• "ウオークマン"びワンセグを受信/録画している 
とさは、受信感度び大を<低下する場合びあるた 
め、本機を使巧でをません。 


ヒント 

• "ウォークマン"を操作してち本機の音量を調節でさま 
す。"ウォークマン"をドックから取りはずすと、 
"ウォークマン"の音量は接続前の状態に戻ります。 

本機か 5" ウォークマン"を取りはずすときは 

"ウォークマン"を取りはずすときは、本機を手で押さえ 
て < ださい。 

ご注意 

• 本機の WM - P 0 RT 端テと同じ角度で"ウォークマン"を 
取りはずしてください。 


別売りのか SB 機器をつなぐ 

"ウォークマン"しツがのが部機器を、本機に接続して音楽を 
聞けます。 

ごま意 

• 本機の音量を下げてから接続してください。 

•接続ケープル(別売り）の形状によっては、本機の 
AUDIO IN 端子に接続でをない場合びあります。この 
よラな場合は、無理に差し込まないでください。本機 
の故障の原因となることびあります。 

1本機背面の AUDIO IN 端テとが部機器を接続 
ケープル(別売り）でしつかり接続ずる。 

2 1/の ボタンを押して、本機の電源を入れる。 

POWER ランプ(緑色)び点なします。 

ご注意 

•充電池使巧時は、本機の1/のボタンを巧して電源 
を入れてください。リモコンの1/のボタンは、 AC 
アダプター使巧時のみ本機の電源を入れることび 
でをます。 

3 POWER ランプ(緑色)が3回点；域ずるまで 
VOL - ボタンを押して、本機の音量を最小に 
ずる。 

4外部機器を操作して、再生を開始ずる。 

機器によって再生の操作は異なります。詳しくは、 
お使いの機器の取掘説明書をご覧ください。 

5 \/0 L +/- ボタンを押して、音量を調節ずる。 

初めに外部機器を適切な音量にしてから、本機の 
V 0 L +/- ボタンで調節してください。 

ご注意 

• AUDIO IN 端子につないだ列部機器を再生するとさ 
は、"ウォークマン’の再生を停止して WM - P 0 RT 端子 
から取りはずして < ださい。 

• ラジオまたは TV チューナーを内蔵した機器に接続し 
た場合、ラジオや TV 放送の受信び出来なかったり、 
感度び大幅にな下する場合びあります。 

•が部機器を使巧しないと去は、 AUDIO IN 端子から接 
続ケープルを取りはずしてください。 


本機を廃棄するとをは 

本機を廃棄する際は、環境な護のため、内蔵充電池の U 
サイクルにご協力ください。リサイクルの際は、国や自 
治体の法令に従ってください。切下の手順にがって本機 
から充電池を取りはずして<ださい。 

1 本機庭面のゴムとネジをはずし、カバーをは 
ずず。 



2巧電池を持ち上げてはずし、 コネクターを 巧 

く。 



コネクターを旅<とさは、コードを引っ張らずにコ 
ネクター自体を持って<ださい。 

ご注意 

•充電油を取りはずす前に、 AC アダプターを掠いて本 
磯を巧電池のみで使用して、充電池を使いをってくだ 
さい。 

•充電池を取りはずすときは、本機の電源を切って、 

AC アダプターを揣いてください。 

• 本機を廃棄するとを1；(列は、絶対にネジをはずさない 
でください。 











